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(Dwell time) の解析も行われており、Dwell time は ATP 濃度に依存することが示された。すな
わち、ステップ状変位は ATP の化学反応を伴った運動であると結論付けられている。 
２章では、マイコプラズマ=モービレの回転運動について述べられている。回転運動の作製
は、高い濃度の界面活性剤で菌体を処理することで検出するにより得られている。回転運動は





























の回転を高負荷のもとで観察した。観察に中央遮光暗視野法を用いることで、1 秒間に 2000 枚
の高速度撮影を可能としている。その結果、36 と 60 度の周期性のあるステップ状回転の検出
した。このステップ運動の大きさは、アーキアべん毛モーターの ATPase の周期構造と一致し




 Appendix では、解析の手順並びに本論文に関わるコントロール実験の結果を述べてある。 
2. 審査の方法, 内容の評価, および結論 
本論文は、2016 年 11 月に提出された論文を３名の審査員がそれぞれ査読し、さらに 2017 年 1







をもって「第 54 回日本生物物理学会年会 若手奨励賞」および「第 7 回 日本学術振興会 育志
賞」を受賞した業績、さらには第２章と第３章の内容について、それぞれが平成 26 年 7 月と
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